
第３章　評価項目作成支援ツールの開発にかかる作業部会について

職業能力開発総合大学校能力開発研究センターでは、これらの評価項目作成支援ツール

の開発を行う作業部会を設置することとし、上記第２章に記載したツールの開発に係る基

本的な考え方に基づき実施しました。

第１節　作業部会委員の選出

作業部会委員は、機構で開発した生涯職業能力開発体系を活用することから全国の機構

の職業能力開発施設の指導員とし、平成16年10月実施予定の公共職業能力開発施設のカリ

キュラムを参考として関連系ごとに２～３名を選出しました。その中には、平成16年10月

から開始する公共職業訓練活用型日本版デュアルシステムの実施施設の指導員も含むこと

とし、合計11名としました。

第２節　作業部会の開催

作業部会の開催は、当初３回を計画し、その中で各委員のコンセンサスを得ながらツー

ルの作成を行い、細かな作業等は事務局と各委員との電子メールのやり取りで行いながら

各系の評価項目様式１～５の作成を行うことを予定していました。しかし、結果的には、

第２回目の部会までに各系の意見集約、モデル様式のたたき台が完成したため、第３回目

の部会は中止とし、細かな調整は電子メール等で対応しました。

○作業部会日程

・第１回作業部会：平成１６年６月２２日（木）１４時～２３日（金）１５時

・第２回作業部会：平成１６年７月２２日（木）１４時～２３日（金）１５時

それぞれ職業能力開発総合大学校能力開発研究センター会議室で実施しました。

第３節　作業部会の検討事項

１．第１回目の議題及び検討事項

（１）議題１「企業活用型訓練における評価項目について」

イ　日本版デュアルシステム協議会報告書について

ロ　日本版デュアルシステムにおける評価基準について

（２）議題２「企業活用型訓練におけるモデル評価時の評価項目について」

イ　日本版デュアルシステムに企業活用が訓練時の評価項目について

ロ　日本版デュアルシステム訓練の企業活用型訓練時の評価イメージについて

（３）各作業について
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２．第２回目の議題及び検討事項

（１）議題１「企業活用型訓練における評価項目について」各系進捗状況報告

イ　様式作成について結果の点検

ロ　各様式の調整

ハ　取り組み施設でのサンプル版の作成

（２）議題２「企業活用型訓練におけるモデル評価項目の作成手引き書について」

イ　手引き書の校正について

ロ　ＣＤ－ＲＯＭの構成について

（３）議題３「試行実施施設での評価項目の作成トライについて」

第４章　日本版デュアルシステムＯＪＴ（又は企業実習）評価項目作成
支援ツールの利用の手引き

第４章では、本ツールの作成に当たってベースにした日本版デュアルシステムにおける

ＯＪＴ等の評価についての考え方を述べたあと、本ツールを利用した場合の評価作業の手

順と使用する様式について説明しています。

なお、第４章の内容は、今回制作したＣＤ－ＲＯＭに収録してある「利用の手引き」を

ほぼ引用しています。（本報告書と重複する部分は除きました。また、編集の都合でＣ

Ｄ－ＲＯＭ版と文章の項番号が異なるところがあります。）

また、本章以下では、本ツールを利用した場合の評価作業の手順について説明していま

すが、日本版デュアルシステムにおけるＯＪＴ等の評価に当たっては必ずしも本ツールを

このとおり使用しなければいけないわけではなく、本ツールはあくまでＯＪＴ等の評価を

行う企業等の負担を軽減しつつ適切な評価の実施に資することを目的としたものでありま

すので、その点にご留意いただくようお願いします。また、本ツールをご利用いただく際

にも、第２章（２）に記載したとおり、教育訓練機関と実習受入企業が十分打合せを行い、

それぞれのＯＪＴ訓練の内容を十分反映した形で様式や評価項目等を決定していただくよ

うお願いします。

第１節　日本版デュアルシステムの類型と訓練の呼称

日本版デュアルシステムの基本類型は、イ

教育訓練機関主導型、ロ　企業主導型、の２

つとされており、教育訓練機関主導型はさら

に次の①～③の類型があります（協議会報告

書）。
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イ　教育訓練機関主導
①公共職業訓練活用型
・ 専門課程活用型
・ 普通課程・短期課程活用型
・ 委託訓練活用型

②専門学校等民間教育訓練機関活用型
③認定職業訓練活用型

ロ　企業主導型
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